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0．　 は じめ に

　 　 Krashen （1989）で は 、 テ キ ス トに 使用 され て い る単 語 の 30％が わ か らな け

れ ば 、 理 解 に は 到 達で き ない こ とが 指摘 され て い る 。 標 準 的な英 語力 検査 に お

い て も 、 文 法力や 読解力 と並 ん で 語 彙力 が 主な検査項 目 と な っ て い る 。 学習者

が 印刷 物 か ら専 門情 報 を 正 確 に 取得 で き る よ うに な る こ と を到 達 目標 とす る

ESP の リー デ ィ ン グ指 導 で は 、 ま ず 英語力 の 骨格 を形 成 す る文 法の 復 習 と 、 り

一 デ ィ ン グの 最 も基本 的 な道 具 （too1 ）で あ る語 彙の 拡 大 が 学習 目標 とな る 。

一

般 的 な 語 彙に加 え て 専 門語 彙 も習得 しなけれ ば なな い ESP で は 、 単語 学習は 特

に重 要 で あ る が 、 学 習 困難 や意 欲低 下 の 原 因 と もな り うる 。 リ
ー デ ィ ン グ 指導

を効 果 的 に進 め る た め に 、 学習 者 の 英語 正 字 情報 の 符 号化 （音 読）の メ カ ニ ズ ム

と認 知 的 な特徴 を 、 タイ プ が 異 な る 4 種類 の 単 語セ ッ トを使 っ た 音読実験 で 調

べ
、 語彙習得 に 関す る 困難 の 様相 を 探 っ た 。

1．研 究 の 目的

　　 リ
ー デ ィ ン グの 習得 と単語 の 正 字情報 符 号化 ス キ ル が 、 英語 を母 語 とす る

学 習者で は 相 関 し て い る こ と を示 した Coltheart ＆ Leahy （1992）を参考に し 、

日本語 を母 語 とす る成人 学習者の 符号化 （音読）の ス キ ル と方略 を調 べ
、 英語 の

正 字 情報符号 化 エ ラ
ー

に お け る 日本 語 ス キ ル の 介 入 の 可 能性 を確か め た 。 実験

に 当た っ て 2 つ の 予 想 を立 て た 。
1）日本語 母 語 話者が使 用す る 下位音節単位 が

英語 母 語 の 学習者 の もの と一 致す る な ら、 単語 の 音読 （符 号化）で は 、 基本 的 に

書記 素一音 素対応 を単位 と して 行 わ れ るで あろ う。 そ の 場合 、 音読 エ ラー は 、 不

規則 な対応 が 求 め られ る書 記表 象へ の 、 規則 的符 号化 に よ っ て 起 こ るで あろ う。

2）日本 語母語 話者 が使用 す る 下位音節単位 が 英語 母語 の 学 習者の もの と異 な っ

て い る な ら 、 音読エ ラー の 様相 に違 い が 現れ る で あ ろ う。 そ の 場合 、 音読 エ ラ

ー は 、 日本語 （母 語 ）の 符 号化の 方 法 に依存 した もの に な る で あ ろ う。

2．研 究 の 方法

2．1 被験者

　　薬学 を専攻す る大 学 1
、 2 年 生 34名 （18〜 30 歳）が 被験者 とな っ た 。 こ の う

ち 1年 生 28 名 は 、2003 年 度第 56 回 JACET聴 覚 テ ス ト
ーA を受 験 した 105 ・名の 中

か ら ラ ン ダム に抽出 され た 。 聴 覚テ ス トの 成績 は 平 均 点 13．524 （SD ： 23．517）で

あ っ た 。

2．2 材 料 と手 続 き

　　単語 を構 成す る 文 字 列 と発 音 の 対応 が 異 な る 4 タ イ プ の 単音節の 単 語 （音
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節 内の 母 音 ＋子音部分の 発音 が regular
− consistent か 、

　 irregular−consistent

か 、 regular
−inconsistent か 、 ま た は irregular −inconsistent） をそれ ぞれ

20 語 用意 した 。 80 単語 は
一 定 の 間隔 で ラ ン ダ ム に PC 画 面 に提 示 され 、 被 験者

は 英語 の 発 音で 音 読 した 。 各 被験 者 に つ い て 、 発 声 が始 ま るま で の 時間 （1／1000

単 位 ）と発 音 が 音 声 フ ァ イ ル に 記 録 され た 。
こ こ ま で の 材 料 と手 続 き は

Coltheart ＆ Leahy （1992）を 参考 に し た
。 全 て の 音読が 終わ っ た 後 、 実験 で 使

用 され た 単語 に つ い て の 知 識 と、発 音 を決定 す るの に使 っ た と思 われ る方 略 に

っ い て 、
6 っ の 選 択肢 か ら 1 択す る 記述 式 の 調 査 を 行 な っ た 。

3．結 果 と考 察

　　全 て の 被験者 の 音 声 フ ァ イ ル を発 音記 号 に 書 き換 え、 日本 人 学 習者 の 標 準

的 な 発 音 の 特 徴 を考 慮 し て 、 音 読 の 正 誤 を判 断 した 。 正 答 率 と反 応 時 間 を

Coltheart ＆ Leahy （1992）の 英語 母 語 の 学 習者 の 結 果 と比 較 した 。 音 読方 略 に

つ い て の 回 答 か ら 、 母 語 の 日本 語 に 特徴 的な ロ ー
マ 字読 み の 影 響 が認 め られ た

俵 1）。

　　音読 の 習得 は 、 正 字情報 を音 声 情報 に符号 化す るス キル の 内在化 の 側 面 を

持 つ
。 言 語 の 特 徴 に よ っ て 、 符 号 化 の プ ロ セ ス に は 差 が あ る 。 言 語 習得 の

critical 　period （臨界 期）迄 に 、 学習者 の 言 語認 知 の 基準 と し て 形 成 され た 母 語

の 特徴 に よ っ て 、 学習者に 内在化 され た 符 号化 の ス キ ル は 異 な る 。 目標 言 語 で

の 符 号化 に は 、 内在化 され た 母 語 の メ カ ニ ズ ム が 介入 す る 。 特 に 目標言語 と母

語 の 正 字情報が大 き く異な る場合 、 言語 の 符号化 メ カ ニ ズ ム の 違い が 、 目標言

語 を母 語 とす る学 習者 との 符 号化 の 差 と し て 現 れ る 。

　　 母 語 の 介入 を克服 させ る よ うに指導 す るか 、利 用 して 学 習者 独 自の 符 号化

方略 が 内在化す るよ うに指 導 す るか 、 ま た それ らの 方法 が リー デ ィ ン グ学習の

到 達 目標 と どの よ うに 関連 して くるか とい うこ とを今後 の 課 題 とす る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （表 1）単語 の 音読 に 使 わ れ た 符 号 化 方 略
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